
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1951年 旧講堂 

 

当園は、１９５０（昭和２５）年４月１日に大阪市立大学理工学部附属植物園として発足しました。園の広さは、

甲子園球場６個分、約２５．５haの敷地に、道なき山を開墾して園路をつくり、発足６３年を迎えました。 

今昔物語展では、昔の貴重な写真や資料から植物園の歩みをご覧ください。 

開催期間  2013年 10月 1日（火）～20日（日） 

場   所  大阪市立大学理学部附属植物園内 展示・実習室 

【お問合せ先】 大阪市立大学理学部附属植物園  電話０７２-８９１-２０５９ 

1952年 開墾風景 

 

≪当園の主な歴史≫ 

1941（昭和 16）年 3月 10日 大阪市社会部の興亜拓殖訓練道場として開設 

1945（昭和 20）年 9月 11日 大阪市経済局の農事練習場となる 

1950（昭和 25）年 4月 1日 大阪市立大学に移管され理工学部附属植物園として発足 

1954（昭和 29）年 6月 1日 開園 第 1期創設事業完了とともに一般公開 

1958（昭和 33）年 7月   温室建設 

1993～2001年(平成 5～13年) 研究棟・作業棟・事務棟の新築と興亜拓殖訓練道場時代 

   の建造物の撤去 

 

 

 


